
（別紙４）

～ 2024年　10月　31日

（対象者数） 2 （回答者数） 2

～ 2024年　10月　31日

（対象者数） 1 （回答者数） 1

～ 2024年　10月　31日

（対象数） 3 （回答数） 3

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
園との信頼関係が築けるよう、先生との事前の話し合いや日
頃のやり取りを大切にする

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
事業開始2年で、初年度と2年目でも体制が変わり、安定した
事業継続の難しさを実感した。

○従業者評価実施期間 2024年　10月　15日

○事業所名 アートチャイルドケアSEDスクール朝霞台

○保護者評価実施期間 2024年　10月　15日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 2024年　10月　15日

○訪問先施設評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2024年　12月　24日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

訪問先の園の方針や先生の意見を大切にし、訪問員がそれぞれ
のお子様・園にあった対応を考慮していること

集団生活の中でのお子様の見立てを十分に行っている。
訪問後のお子様の様子の共有や、先生の指導方法など細かく聞
き取りをし、報告書に反映させたり次回以降の支援に活かして
いる

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

訪問員の力量によるところが大きい。担当が変わっても同じ内
容の支援が継続できるかどうかは課題が残る

その時の指導員の体制によって、取れる最善の対応は変わって
くる。

事業所における自己評価総括表公表


